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第１学年＊組 理科（物理基礎）学習指導案 

 
指導者 県立土浦第二高等学校 教諭 中村 健人 

 
１ 日時・場所  平成27年10月＊日（＊） 第＊校時 １年＊組教室 

 

２ 実施クラス  第１学年＊組 

 

３ 単元名    運動の法則 

 

４ 単元の目標 

   日常生活で見られる現象を想起しながら種々の力や力が加えられたときに生じる変化に対

して関心を高め，目的意識をもって実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を習得す

るとともに，力学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を身に付け

る。 

    

５ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

力が物体に作用す

るときの現象に関

心を持ち，意欲的 

に探究しようとす

る。 

力が物体に作用す

るときの運動状態

の変化について考

察し，自らの考え

を表現している。

力が物体に作用するときの運

動状態の変化について，台車

を用いて実験を行い，基本操

作を習得するとともに，それ

らの過程や結果を的確に記録

している。 

力が物体に作用する現象

について，運動方程式と 

関連付けて理解し，問題 

に適用するなど知識を身

に付けている。 

 

６ 単元について 

(1) 教材観 

本単元は力のつり合いの関係を利用した力学から発展し，力が物体の運動状態をどのよう

に変化させるのかを考察していくことをねらいとしている。特に，運動方程式ܨ ൌ ݉ܽでは，

既習事項である加速度ܽを取り上げ，物体の加速度運動は力の作用によって引き起こされてい

るものであると加速度運動と力の作用を関連付ける。また，日常生活での「重いものは動か

しにくく，軽いものは動かしやすい」，「重いものを速く動かすためには大きな力が必要」と

いう経験を，運動方程式の意味として「質量݉が大きいものは動かしにくく，質量݉が小さ

いものは動かしやすい」，「質量݉が大きいものを速く動かすためには力ܨを大きくすればよい」

というように捉えていく。 

  (2) 生徒の実態 

   多くの生徒が学習内容の復習に力を入れ，問題集にとり組むなど，努力する姿が見られる。

しかし，物理現象を抽象化して思考する能力に個人差が大きい。物理現象を日常生活からイ

メージすることはできるが，それを数式化することに困難を感じている生徒が多い。また，

静止している物体には力が働いていない，等速直線運動をしている物体には力が働いている

といった誤った認識をもった生徒もいる。 

 (3) 指導観 

   生徒の誤った認識は力が目に見えないことに原因があると考える。力をベクトルとして捉

え，略図にかきこむことで視覚的に理解できるようにする。図解しながら各現象を捉え，(2)
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で挙げたような誤解を解消しながら基本概念を形成させる。なお，数学でまだベクトルを扱

っていないため，適宜補足しながら指導していく。数学的な操作は教師からの一方的な説明

だけでなく，生徒間の教え合いや話合い活動を通して，理解を深めさせたい。 

 

７ 指導と評価の計画（８時間扱い） 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点

評価規準 評価方法 
関 思 技 知

１ 

慣性の法則 演示実験から力が

運動状態をどのよ

うに変えるか考え

る。 

◎ 物体に力が加えられた

後の運動状態の変化に

関心を持ち，意欲的に 

探究している。 

発言 

行動観察 

２ 

運動方程式 

力と加速度の関

係 

台車を用いた実験

から力と加速度の

関係を調べる。 

◎ 力と加速度の関係をグ

ラフに整理されている。 

ワークシート 

３ 

運動方程式 

質量と加速度の

関係 

台車を用いた実験

から質量と加速度

の関係を調べる。 

◎ 質量と加速度の関係を

グラフに整理している。 

ワークシート 

４ 

本

時 

運動方程式 第２，３時の実験 

結果から運動方程

式を導く。 

○ 実験結果から力，質量，

加速度の関係を考察し，

運動方程式を導出して

いる。 

行動観察 

ノート 

５ 

運動方程式の立

て方 

運動方程式の，問 

題への適用方法を

知る。 

◎ ひとつの物体に着目し

て運動方程式を立てる

ことを理解している。 

ノート 

問題演習 

６ 

斜面上の物体で

の運動方程式 

斜面上の物体への

運動方程式の適用

を考える。 

◎ 斜面上の物体に力が作

用している場合の運動

方程式について考察し，

自らの考えを表現して

いる。 

ノート 

問題演習 

７ 

力を及ぼし合う

２物体での運動

方程式 

力を及ぼし合う２

物体への運動方程

式の適用を考える。

○ 作用・反作用に留意し 

つつ，ひとつの物体に 

対して運動方程式を適

用することを理解して

いる。 

ノート 

問題演習 

８ 
滑車を含む運動

方程式 

滑車を含む運動へ

の運動方程式の適

用を考える。 

○ 滑車を通して運動方程

式を立てる方法を理解

している。 

ノート 

問題演習 

 

８ 本時の学習 

 (1) 目標 

   実験結果から力，質量，加速度の関係を考察し，運動方程式ܨ ൌ ݉ܽを導出する。（思考・

判断・表現） 

 (2) 準備・資料 

   前時の実験結果（ワークシート），ノート，教科書 
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(3) 展開 

学習内容・学習活動 指導の留意点と評価 

１．実験結果を振り返り，力と加速度，質量と

加速度の関係を確かめる。 

 ・加速度と力は比例関係にある。 

 ・加速度と質量は反比例関係にある。 

２．比例・反比例の関係を，比例定数を k とし

て文字式で表し，周囲と確かめ合う。 

 ・a ൌ kଵܨ …① 

 ・a ൌ
୩మ
௠
  …② 

３．①②から，「a は F に比例し，かつ，݉に

反比例する」から,一つにまとめる。（グルー

プワーク） 

 ・a ൌ kଵܨ×
kమ
௠
ൌ kଵkଶ

ி

௠
 …③ 

 ・a ൌ kଷ
ி

௠
        …③’ 

 

４．教師の説明を聞き，比例定数 k を１と定め

る。 

 ・③では kଵkଶ ൌ 1 

 ・③’では kଷ ൌ 1 

５．計算，展開をまとめる。 

   Ｆ＝ｍａ 

６．教科書の練習問題を解き，発表する。 

 （数研出版『物理基礎』p.57 問 23,24） 

問 23 

なめらかな水平面上に置いた質量 1.5[kg]の

台車に，水平方向に一定の力を加え続けたとこ

ろ，台車の加速度の大きさは 3.0[m/s2]となっ

た。このとき加えた力の大きさは何[N]か。 

問 24 

  質量 2.5[kg]の物体に，右向きに 5.0[N]の力

を加え続ける。このときの物体の加速度の大き

さ a[m/s2]と向きを答えよ。 

７．再度，本時のまとめをする。 

・実験結果のデータはグラフ化されているので

グラフの形に着目させる。 

・関係を言葉で表していることを指摘し，現象

を式で表す。 

・等速直線運動(x ൌ vt)や，等加速度直線運動 

(v ൌ v଴ ൅ x,ݐܽ ൌ v଴ݐ ൅
ଵ

ଶ
ଶ)を例に出し，関ݐܽ

係式をつくるとき，物理学では力は F，加速

度は a など，それぞれの文字に意味があり，

対応した文字を使うことに留意させる。 

 

 

・①②から，「a は F に比例し，かつ݉に反比

例する」ということを確かめ，二つとも加速

度について表しているのだから，一つにまと

められることに気付けるように助言する。 

・早く終わった生徒は悩んでいる生徒に対して

説明させるようにし，互いに理解を深めさせ

る。 

 

・今まで使ってきた力の単位[N]は「１[kg]の物

体を１[m/sଶ]だけ加速させる力が１[N]」とい

う定義であることを伝える。すなわち，③，

③’ともに比例定数は１になる。 

○評実験結果から力，質量，加速度の関係を考察

し，運動方程式Ｆ＝ｍａを導出している。（ノ

ート） 

 

 

・文字式で表すだけでなく，「質量݉が大きい

ものは動かしにくく，質量݉が小さいものは

動かしやすい」，「質量݉が大きいものを速く

動かすためには力ܨを大きくすればよい」と

いうように，運動の性質としても確かめ，理

解を深めさせる。 

・解き終わった生徒や問題に手が出せない生徒

は周囲と確かめ合ったり，生徒間で質問し合

ったりするように促す。 

 

 

 

実験で扱った力、質量、加速度の関係を式

で表すにはどうすればよいだろうか。 

加速度と力と質量の関係は運動方程式 

ܨ ൌ ݉ܽ で表される。 


